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１．２００８年９月期のトピックス

❐ 新設事業所
･鳥栖第二物流センター（5月稼働）､十勝第二物流センター（7月稼働）

･十勝営業所留寿都出帳所を8月オープン

❐ 女川冷凍工場の閉鎖
・減損損失121百万円を特別損失に計上

❐ ＩＳＯ９００１認証の取得
･阪神地区5物流センター（舞洲､大阪､西淀､神戸､六甲）

❐ グリーン経営認証の取得
･九州､東北､北海道地区の冷蔵倉庫事業所１７ヶ所で取得

❐ 創立６０周年
･期末配当時に､1株当たり２円の記念配当を実施
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２．2008年9月期の決算サマリー

❐連結損益計算書 （単位:百万円）

❐主要経営指標（連結)

増減額 増減率

売上高 124,555 125,211 656 0.5% 124,960 100%

営業利益 3,352 3,445 92 2.8% 3,425 101%

経常利益 3,601 3,671 70 1.9% 3,615 102%

当期純利益 1,916 1,886 △ 30 △ 1.6% 1,940 97%

達成
率

前期比
０７年９月期 ０８年９月期

08年5月16日

公表予想値

前期比

増減額

自己資本利益率(RＯＥ） 3.5% 3.4% △ 0.1P

総資産経常利益率（ＲＯＡ） 4.6% 4.8% 0.2P

1株当たり当期純利益 37円51銭 36円38銭 △１円13銭

設備投資額 6,526 4,874 △ 1,651

減価償却費 2,671 3,117 445

０７年９月期 ０８年９月期
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３．事業セグメント別概要

（単位：百万円）

増 減 額 増 減 率 増 減 額 増 減 率

冷蔵倉庫事業 18,072 18,881 808 4.5% 3,606 3,338 △ 268 △ 7.4%

食品販売事業 106,447 106,295 △ 151 △ 0.1% 1,148 1,632 484 42.2%

その他 36 35 0 △ 2.4% 28 27 △ 1 △ 5.1%

合    計 124,555 125,211 656 0.5% 4,784 4,998 214 4.5%

売　　上　　高 営　業　利　益

前期比 前期比
０８年９月期07年9月期 ０８年９月期07年9月期

❐セグメント別売上高と営業利益（連結）
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3．事業セグメント別概要 冷蔵倉庫事業

売 上 高（連結） 営 業 利 益（連結）
（単位：百万円） （単位：百万円）
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（前期との比較ポイント）

１．売上高は８０８百万円の増収

・保管料収入等が増加し、国内は＋９０２百万円

２．貨物取扱量が堅調に推移

・国内入出庫取扱量 ８２千トン増加

・平均保管在庫 １１４千トン増加

（前期との比較ポイント）

１．営業利益は２６８百万円 の減益

２．減益の主な要因は、約４億円の減価償却費増
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3．事業セグメント別概要 冷蔵倉庫事業

増減 増減率

ヨコレイ 1,019 1,063 44 4.3%

日冷倉12都市 10,179 10,900 721 7.1%

07年9月期 08年9月期
前期比
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❐国内年間入庫比較 ❐国内年間平均保管在庫比較
（単位:千トン） （単位:千トン）

❐在庫率の推移 ❐回転数の推移

（特徴）日冷倉１２都市より在庫率は高く、回転数は低い。

増減 増減率

ヨコレイ 2,694 2,809 114 4.2%

日冷倉12都市 20,440 21,080 640 3.1%

07年9月期 08年9月期
前期比
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3．事業セグメント別概要 冷蔵倉庫事業
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既存物流センター 新設物流センター❐新設物流センター(２００３年以降)

・鶴ヶ島物流センター

・伊勢原物流センター

・都城物流センター

・横浜物流センター

・加須第二物流センター

・鳥栖第二物流センター

※収容能力：約１３４千トン

（シェア約１８％）

（単位：百万円）❐新設物流センターの状況（連結）

売上高 構成比 売上高 構成比 売上高 構成比 売上高 構成比

売 既存物流センター 16,487 92% 15,840 88% 15,692 83% 48,020 87%

上 新設物流センター 1,452 8% 2,232 12% 3,189 17% 6,873 13%

高 合　　　　計 17,939 100% 18,072 100% 18,881 100% 54,893 100%

合計06年9月期 07年9月期 08年9月期
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３.事業セグメント別概要 食品販売事業
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（前期との比較ポイント）

１．売上高１５１百万円減少するも1,000億円台をキープ

２．水産品は約２８億円の減少

畜産品は約２５億円の増加

（前期との比較ポイント）

１．営業利益 ４８４百万円増加

２．水産品､畜産品ともに増益

３．営業利益率１．０８％から１．５４％に大幅改善

売 上 高（連結） 営 業 利 益（連結）（単位：百万円） （単位：百万円）
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３.事業セグメント別概要 食品販売事業

チキンは安値感から需要大
及び年間を通じて相場上昇
が好影響

ノルウェーサバの内販堅調

国産ｻﾊﾞの輸出拡大

サケは浜値高の影響で輸出
の減少が響き減収減益

ホッケは販路拡大に加え国内
相場が堅調に推移

エビの相場は下期に回復し

通期では減収増益
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❐主要品目の増減率と要因（単体）
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４．比較貸借対照表の増減（連結）

前期比

増減

流動資産 26,796 24,868 △ 1,927 ①

現金預金 1,476 2,275 799

売掛債権 17,527 15,133 △ 2,394

棚卸資産 7,010 6,919 △ 90

固定資産 50,688 51,609 920 ②

有形固定資産 43,831 45,467 1,636

投資等 5,093 4,479 △ 613

総資産 77,485 76,478 △ 1,007

流動負債 20,538 19,693 △ 844 ③

買掛債務 11,869 10,259 △ 1,609

短期借入金 4,500 5,450 950

固定負債 1,336 911 △ 425 ④

純資産 55,610 55,873 262

負債、及び純資産合計 77,485 76,478 △ 1,007

０７年９月期 ０８年９月期

（単位：百万円）

《 主な増減要因 》

①流動資産

・売掛債権減 24億円

②固定資産

・有形固定資産増 16億円

③流動負債

・仕入債務 減 16億円

・短期借入金増 9億円

④固定負債

・繰延税金負債減 3億円

※億未切捨て



- 11 - Copyright © 2007 by YOKOHAMA REITO CO.,LTD.

５．キャッシュ・フロー計算書（連結）
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（単位：百万円） 《 ＣＦの主な要因等 》

❐現金及び現金同等物

･前期比増 8億円

❐フリーＣＦ

・前期比増 62億円

❐営業CF

・当期純利益 34億円

・減価償却費 31億円

･売掛債権減 23億円

❐投資CF

・固定資産の取得 54億円

❐財務CF

・短期借入金増 9億円

・配当金等支払 9億円

※億未満切捨て
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６.  2009年9月期業績予想

（単位:百万円）❐連結業績予想

増減 増減率

売上高 125,211 127,500 2,288 1.8%

営業利益 3,445 3,600 154 4.5%

(営業利益率） 2.8% 2.8% －

経常利益 3,671 3,775 103 2.8%

(経常利益率） 2.9% 3.0% 0.1

当期純利益 1,886 2,010 123 6.6%

減価償却費 3,117 3,173 56 1.8%

前期比０９年９月期
予想

０８年９月期
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６. 2009年9月期業績予想

増　　減 増減率 増　　減 増減率

冷蔵倉庫事業 18,881 20,320 1,438 7.6% 3,338 3,745 406 12.2%

食品販売事業 106,295 107,160 864 0.8% 1,632 1,321 △ 311 △19.1%

その他 35 20 △ 15 △ 43.5% 27 10 △ 17 △63.3%

合    計 125,211 127,500 2,288 1.8% 4,998 5,076 77 1.5%

売　　上　　高 営　業　利　益

前期比 前期比０９年９月期
予想

０８年９月期
０９年９月期

予想
０８年９月期

（単位:百万円）
❐セグメント別業績予想（連結）
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7.CSRの取り組み

具体的取り組み

○グリーン経営

・環境保全への取り組み→従業員の環境教育

・エネルギー効率の向上→各種省エネ設備の導入

・廃棄物処理､リサイクルの推進→ごみの分別

○自然冷媒（アンモニア）の導入 

・当社の３４％が対応済み 

○ソーラーシステムの導入（効果：クスノ木約２８０本の植林） 

〇冷蔵倉庫内の電力消費削減（効果：クスノ木約１５００本の植林）

○ハイブリットカーへの切替      現在導入　37台

○利益の１％を福祉協会等へ昭和48年から35年間継続実施

対策

社会還元活動の継続

フロンガスによる
地球温暖化対策

CO₂排出抑制対策

事業活動における環境負荷
削減対策
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８．株主還元の状況
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（※創立60周年記念配当金 2円 ＋ 期末普通配当金 ９円）

06年
9月期

07年
9月期

08年
9月期

09年
9月期
予定

中間 ８．５円 ９．０円 ９．０円

※

１１．０円

合計 １７．０円 １８．０円 ２０．０円

1株当たりの配当金

２０．０円期末 ８．５円 ９．０円

❐配当金･配当性向の推移
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２００８年９月期 資料編

２００８年１１月２６日
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資料編 冷蔵倉庫事業

（単位:千トン）

増減 増減率

ヨコレイ 361 366 5 1.4%

日冷倉12都市 2,532 2,505 △ 27 △1.1%

当社シェア 14.3% 14.6% 0.3

ヨコレイ 266 282 16 6.0%

日冷倉12都市 3,379 3,737 358 10.6%

当社シェア 7.9% 7.5% △0.4

ヨコレイ 219 224 5 2.3%

日冷倉12都市 1,328 1,375 47 3.5%

当社シェア 16.5% 16.3% △ 0.2

ヨコレイ 173 191 18 10.4%

日冷倉12都市 2,940 3,282 342 11.6%

当社シェア 5.9% 5.8% △ 0.1

ヨコレイ 1,019 1,063 44 4.3%

日冷倉12都市 10,179 10,899 720 7.1%

当社シェア 10.0% 9.8% △ 0.2

08年9月期
前期比

合計

農産品

冷凍食品他

水産品

畜産品

07年9月期

❐入庫品目別取扱い比較(単体)
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資料編 冷蔵倉庫事業

増減 増減率

ヨコレイ 1,304 1,296 △ 8 △0.6%

日冷倉12都市 7,897 7,702 △ 195 △2.5%

当社シェア 16.5% 16.8% 0.3

ヨコレイ 507 534 27 5.3%

日冷倉12都市 6,365 6,586 191 3.0%

当社シェア 8.0% 8.1% 0.1

ヨコレイ 646 690 44 6.8%

日冷倉12都市 3,037 3,453 416 13.7%

当社シェア 21.3% 20.0% △ 1.3

ヨコレイ 241 296 55 22.8%

日冷倉12都市 3,121 3,424 303 9.7%

当社シェア 7.7% 8.6% 0.9

ヨコレイ 2,698 2,816 118 4.4%

日冷倉12都市 20,420 21,165 745 3.6%

当社シェア 13.2% 13.3% 0.1

合計

水産品

畜産品

農産品

08年9月期
前期比

冷凍食品他

07年9月期

❒在庫量品目別取扱い比較(単体)
（単位:千トン）
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資料編 冷蔵倉庫事業

増減 増減率

水産品 368,495 361,347 365,578 4,231 1.2%

（海老） 49,985 53,451 49,737 △ 3,714 △6.9%

（さば） 30,346 27,507 39,162 11,655 42.4%

（いか） 22,799 26,601 22,996 △ 3,605 △13.6%

（さけ） 18,253 22,960 15,759 △ 7,201 △31.4%

（あじ） 12,532 13,546 17,276 3,730 27.5%

農産品 196,615 219,936 223,987 4,051 1.8%

（果汁） 33,848 33,137 29,146 △ 3,991 △12.0%

(さつま芋） 18,575 21,734 18,752 △ 2,982 △13.7%

畜産品 270,634 264,730 282,386 17,656 6.7%

（ポーク） 77,325 72,856 78,622 5,766 7.9%

（チキン） 55,593 50,886 55,593 4,707 9.3%

（ビーフ） 22,016 23,628 22,016 △ 1,612 △6.8%

冷凍食品 182,055 173,110 191,490 18,380 10.6%

合計 1,017,799 1,019,123 1,063,442 44,319 4.3%

前期比
品目別 06年9月期 07年9月期 08年9月期

（単位:千トン）

❐入庫主要品目別推移(単体)
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資料編 食品販売事業

❐主要品目別売上数量･金額･単価（単体）
（単位：数量トン､金額 百万､単価 円）

2357893411,6902,1101,2491,4551,321908カニ

△ 546324612032,34111,5092081,8789,048ホッケ

△ 18△ 1172△ 30412893,80413,1703074,97616,211サケ

△ 41△ 774△ 5181,1564,3433,7581,1975,1174,276ホタテ

△ 14812912184,71421,5762324,70620,285イカ

36228355402067,72237,4651705,43931,925サバ

△ 174△ 5372△ 26061,04413,20712,6521,21818,57915,258エビ

△ 8△ 143△ 1156165,3828,7436245,5258,858ビーフ

94285333943707,52520,3292764,67216,935チキン

△ 5180137843536,43583,79944036,25582,421ポーク

単価金額数量単価金額数量単価金額数量

前期比０８年９月期０７年９月期
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第三次中期経営計画

62期（2008年10月）～64期（2011年9月）
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１．はじめに

期

売上（億円） 当期利益・配当（百万円）

■当社は「会社は社会の公器であり、利益は奉仕の尺度である」という経営理念を掲げ、
その実践と皆様のご支援により、設立60周年という節目の年を迎えることができました。

・消費者の皆様に安全安心な食品を安定的に供給することを使命と考えています。

・事業を冷蔵倉庫事業と食品販売事業に絞り込み、社員一人ひとりのエネルギーと
利益意識を大事にする風土を競争力の基盤とし、経営理念の実践に努めてまいりました。

・その結果、安定した利益を計上し続け、冷蔵倉庫事業への積極的な投資にもかかわらず、
堅固な財務体質を築くことができました。

・本中期計画の実践を通じ、株主・取引先・地域・社員にとって、更に魅力的な企業となる事業
運営を続けて参ります。
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２．主要事業における市場動向と当社の位置付け

（１）冷蔵倉庫事業

出所 （社）日本冷蔵倉庫協会 冷蔵能力推移表より作成
営業用に自家用を加えた値を採用した

全国および当社保管収容能力の推移 （単位：千トン）

■冷蔵倉庫事業は成熟市場で競争は激化傾向ですが、当社の発展余地は大きいと考えます。■冷蔵倉庫事業は成熟市場で競争は激化傾向ですが、当社の発展余地は大きいと考えます。

・保管残高は頭打ちとなる一方で、ここ数年は物流企業の冷蔵庫進出等で保管能力が増加基調
であり、競争は厳しくなってきております。

・また昨今は、より高品質なサービスに対する顧客ニーズや貨物構成変化（例：水産原料の製品化）
に迅速に対応することが求められています。

・当社は「社員による物流オペレーション」という特有の考えに基づく高い物流品質と、「積極的
な投資」により、高い利益率を維持し発展してきました。

・これまで構築してきた事業基盤を徹底活用し、当社の強みである高い物流品質を活かした多様な
サービスを提供することにより、更なる発展が可能と考えます。

全国 当社
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２．主要事業における市場動向と当社の位置付け

（２）食品販売事業

1世帯当たり年間消費金額

出所 総務省「家計調査年表 総世帯」第1－17表より作成
1世帯人員数を2000年と等しくなるように修正した

（単位：円）
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6,000
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14,000

53期 54期 55期 56期 57期 58期 59期 60期
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外食消費

中食（調理食品）
消費

家庭消費
魚介類

家庭消費
肉類

■市場の動きに敏感に対応するという当社の強みを磨くことにより、原料サプライヤーとして、■市場の動きに敏感に対応するという当社の強みを磨くことにより、原料サプライヤーとして、
更なる発展が可能であると考えます。更なる発展が可能であると考えます。

・国内市場は特に魚介類を中心に停滞傾向にあります。

・また近年は食の安全安心問題等の影響により、市場が不規則に変化する傾向があります。
さらに、世界的な需要増加・供給不足に伴い、商材確保が重要になってきています。

・当社は、原料サプライヤーとして現場の担当者が仕入から販売まで一貫した商売を行うスタイル
で発展してまいりました。

・こうした市場環境においては、販売/調達の両面で、市場の変化を捉えたスピーディーな事業運営
が不可欠と考えます。当社は市場の動きに対して敏感であり、この点を強化することで更に成長
できると考えます。
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３．第二次中計の振返り
（１）損益目標

１）売上高

事業別売上高 （単位：億円）

※食品販売・冷蔵倉庫事業以外の事業として不動産事業があります。（売上35百万円）
※上記は単体決算となります。

■食品販売事業の伸長に支えられ、全社売上高は■食品販売事業の伸長に支えられ、全社売上高は1,2481,248億円となりました。億円となりました。
（（33期前＋期前＋3030％、計画＋％、計画＋1313％）％）

・冷蔵倉庫事業は、3期前と比べ増収となりましたが目標には至りませんでした。今後は新規設備の
売上貢献が課題になると認識しています。
（売上185億円、3期前＋8％、当初計画△5％）

・食品販売事業は、市場のフォローを活かしつつ主力商材（エビ/サバ等、主要3畜種）を拡販
させたことにより、大きく伸長しました。（売上1,063億円、3期前＋35％、当初計画＋18％）
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３．第二次中計の振返り
（１）損益目標

２）営業/経常/当期利益

当期利益

（単位：億円）
事業別売上総利益（本社一般管理費配賦前）

※食品販売・冷蔵倉庫事業以外の事業として不動産事業があります。（営業利益29百万円）
※上記は単体決算となります。

■経常利益は■経常利益は3838億円となりました。億円となりました。
（二次中計直前年度である（二次中計直前年度である33期前（期前（5858期）と比べ＋期）と比べ＋1515％、二次中計当初計画と比べ△％、二次中計当初計画と比べ△1010％）％）

・冷蔵倉庫事業は設備投資を積極展開（当初の投資計画と比べ約60億円増、庫腹4.2万トン増）し、
償却等負担が当初計画より約4億円増加したこともあり、利益計画には届きませんでした。
（売上総利益35億円、3期前±0％、当初計画△20％ ）

・食品販売事業は売上が伸長し、利益目標を達成しました。
（売上総利益16億円、3期前＋64％、当初計画＋36％ ）

（単位：億円）

58期：二次中計直前年度実績（3期前）
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３．第二次中計の振返り

■■ROEROEはは4%4%台を目指しましたが、台を目指しましたが、6161期は期は3.53.5％となりました。％となりました。

（２）株主政策

１）ROE

２）1株あたり配当/配当性向

■当初目標の株主還元を実現することが出来ました。■当初目標の株主還元を実現することが出来ました。

・ 1株あたり配当金は20円を目標とし、61期は18円＋記念配当金2円となる予定です。

・この結果、配当性向は40%台を目標としましたが、61期は54％と高い水準となる予定です。
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４．事業運営目標
（１）損益目標

１）売上/利益の目標

（単位：億円）

■全社売上高目標は■全社売上高目標は13051305億円を目指します。億円を目指します。

・冷蔵倉庫事業は、二次中計の設備投資が本格的に売上貢献することを踏まえ、大きく伸長させる
目標となっております。

・売上伸長の源泉となってきた食品販売事業は、二次中計で達成した業績を安定的に維持させる
目標となっております。

■■営業利益は営業利益は4545億円、億円、経常利益は経常利益は4747億円、当期利益は億円、当期利益は2626億円を目指します。億円を目指します。

・営業利益は61期と比べ＋29％、経常利益は＋27％、当期利益は＋37％を目指します。

※売上総利益：売上高－売上原価－販売費（営業コスト）

本表は横浜冷凍単体での目標になります。

※

2619－－－－当期利益

4737－－－－経常利益

4535－－－－営業利益

605017164335売上総利益

1,3051,2481,1001,063205185売上高

64期目標61期64期目標61期64期目標61期

全社食品販売事業冷蔵倉庫事業
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４．事業運営目標

（２）株主政策

１）ROE

■■ROEROEはこれまではこれまで3.53.5％付近で推移していますが、％付近で推移していますが、44％台を目指します。％台を目指します。

２） 1株あたり配当金/配当性向

■■11株あたり配当は、株あたり配当は、2020円を目標とします。円を目標とします。

■配当性向は、引き続き■配当性向は、引き続き4040％台を目標とし、株主への還元を重視したいと考えております。％台を目標とし、株主への還元を重視したいと考えております。

ROE（当期純利益÷資本合計） 配当額・配当性向

配当額（円）/株 配当性向

配当額/株

配当性向

期 期
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５‐１．全社運営方針

■本中計は、二次中計で作り上げた事業基盤を活かし、ヨコレイならではの事業モデルを■本中計は、二次中計で作り上げた事業基盤を活かし、ヨコレイならではの事業モデルを
早期に再構築することにより企業価値を向上させることを目指します。早期に再構築することにより企業価値を向上させることを目指します。

・冷蔵倉庫事業は第二次中計において約170億円の積極投資を行い事業基盤を強化しました。
本中計はその成果を刈取る時期だと考えます。

・食品販売事業は第二次中計において、商材の育成等を積極的に行い事業規模を大きく伸張させ
ました。今後は、食の安全安心や資源不足に対応することが求められていると認識しています。

・これらの課題に対応していくためには、これまでに構築してきた事業モデルを再構築するとともに、
当社の競争力の基盤である社員の継続的な業務品質向上への更なるチャレンジが不可欠と考えます。

・従来型設備投資に限定されない多彩な投資を両事業に行う（全社で120億円/3年間を目処）ことで、
ヨコレイならではのサービスを目指していきたいと考えます。

本中計（第三次）の骨子

積極的な事業展開

積極的な設備投資等
（3年間で約180億円）

商材の育成等
（エビ/サバ等）

第二次中計

豊
富
な
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ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

に
よ
る
多
彩
な
投
資

事業モデル再構築と事業モデル再構築と
シェアアップシェアアップ

・・多彩な物流サービス積極提案多彩な物流サービス積極提案
（冷蔵倉庫事業）（冷蔵倉庫事業）

・原料サプライヤーとしての・原料サプライヤーとしての
機能再構築（食品販売事業）機能再構築（食品販売事業）

社員による社員による
ヨコレイ品質の確立ヨコレイ品質の確立

企
業
価
値
向
上
へ
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社員によるヨコレイ品質の確立

・当社の競争力の源泉は社員一人ひとりの日常業務の中にあります。
食の安全安心を担う企業として、日常業務の中で高品質なサービスを作り込むとともに、
高い利益意識を堅持することにより、経営理念の実践を継続します。

社員によるヨコレイ品質の確立社員によるヨコレイ品質の確立

・当社の競争力の源泉は社員一人ひとりの日常業務の中にあります。
食の安全安心を担う企業として、日常業務の中で高品質なサービスを作り込むとともに、
高い利益意識を堅持することにより、経営理念の実践を継続します。

多彩な物流サービスの積極提案（冷蔵倉庫事業）

・冷蔵倉庫事業はベースとなる冷蔵保管サービスに配送・通関を加えた多様なサービスを
武器に、ヨコレイならではの物流サービス体制を早期に再構築します。

・顧客ニーズにあった物流サービスと提案営業体制を、地域（ブロック）単位で早急に
再構築します。

多彩な物流サービスの積極提案（冷蔵倉庫事業）多彩な物流サービスの積極提案（冷蔵倉庫事業）

・冷蔵倉庫事業はベースとなる冷蔵保管サービスに配送・通関を加えた多様なサービスを
武器に、ヨコレイならではの物流サービス体制を早期に再構築します。

・顧客ニーズにあった物流サービスと提案営業体制を、地域（ブロック）単位で早急に
再構築します。

原料サプライヤーとしての機能再構築（食品販売事業）

・食品販売事業は、これまで育成してきた主力商材を中心に、調達/販売市場の動きに
敏感に対応することで、利益獲得を推進します。

・営業担当者が仕入から販売まで一貫した商売を行うスタイルを更に強固にするため、
調達、販売、利益/リスク管理等を全社視点より再構築します。

原料サプライヤーとしての機能再構築（食品販売事業）原料サプライヤーとしての機能再構築（食品販売事業）

・食品販売事業は、これまで育成してきた主力商材を中心に、調達/販売市場の動きに
敏感に対応することで、利益獲得を推進します。

・営業担当者が仕入から販売まで一貫した商売を行うスタイルを更に強固にするため、
調達、販売、利益/リスク管理等を全社視点より再構築します。
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５‐２．冷蔵倉庫事業の運営方針

多
彩
な
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流
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ス
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積
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案

多
彩
な
物
流
サ
ー
ビ
ス
の
積
極
提
案

■多彩な投資によるサービス品質の向上

・経営効率および環境対策を勘案した設備リニューアル/スクラップ基準を
明確にし、設備の高度化を計画的に推進します。

・首都圏については重要拠点と位置付け、M&Aも視野に設備増強を検討します。

■地域戦略・推進機能強化

・ブロックを地域戦略の立案/推進単位と位置付けます。

・ブロック内の営業体制を集約し営業力を強化します。

・一方、全社的視点から地域戦略を統括/推進支援していくため、
本部戦略機能を強化します。

■物流一貫サービスの提供

・各ブロックに基幹センターを設置し、地域管内配送を確立します。
これをベースに将来的な全国配送サービスの構築を目指します。

・通関/運送サービスについては、各ブロックに営業専任者を配置し、
更なるサービス品質の向上に取り組みます。

・保管サービスは、顧客ニーズに合致したプロフェッショナルとしての
サービスを拡充させます。
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５‐３．食品販売事業の運営方針
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■売上高の確保

・海外需要が旺盛な魚種/規格を中心に、輸出を拡大します。（水産）

・これまでの空白エリアに営業拠点を新設します。（畜産）

・新たな北海道産品の仕入拠点を軸に、販路を拡大します。（農産）

■利益率の維持/向上

・市場環境と利益率を意識した品目の選定を進めます。

・組織の見直しや商材別リーダーの設置により、事業所横断的な商材管理を促進
させます。

■世界的な資源不足に対応する商品調達力の強化

・海外に駐在員事務所を設置し、買付け拠点として積極活用します。

・国内外の加工業者との提携を進め商材を確保します。

■事業領域拡充に向けた投資の実施

・調達力強化や商材補強に向けて、M&Aを含めた投資を検討します。
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５‐４．全社/管理部門の運営方針

■品質基準づくりとその徹底

・冷蔵倉庫事業では、物流業務や設備におけるヨコレイ品質を改めて定義し、
ヨコレイ標準として全社的に導入します。更に他社と異なるヨコレイ社員
ならではのサービス開発を促進し、共有化していきます。

・食品販売事業では、商材の安全確認、仕入～販売の動きをトレースする仕組み
を整えることで、顧客から信頼される体制を構築します。

・環境対策についてもグリーン経営の認証取得とともに太陽光発電、脱フロン化、
省電力化、営業車両のハイブリッド化を軸に推進します。

■業界最高レベルのシステム自社開発

・両事業の現場を熟知した社員が自社開発することで、顧客目線に立った使い易い
システムを迅速に構築します。

・戦略立案/推進に必要な情報を提供し、顧客との情報授受をスムースに行う情報
システムを構築します。

・安定運用を目指し、大型汎用機をリプレイスし、ネットワークを再構築します。

■人材育成制度・評価制度の再構築

・各事業に適したキャリアパスを再構築します。

・事業運営方針の実現を後押しするための評価制度を再構築します。
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本資料に関する注意事項

本資料に記載されている内容は種々の前提に基づいたものであり、

将来の数値等に関する記載については、

不確実な要素を含んだものとご理解下さい。

お問い合わせ先

経営管理部 部長

岩田 修自

ＴＥＬ :045-326-1010

Ｅ-mail :Shuji.Iwata@yokorei.co.jp

URL :http://www.yokorei.co.jp/
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参考

十勝第二物流センター

●2008年7月稼働

●収容能力 19,560ﾄﾝ

●設備投資額 22億円

鳥栖第二物流センター

●2008年5月稼働

●収容能力 22,143ﾄﾝ

●設備投資額 30億円

・2008年度に開設した物流センター
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メモ


